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☆ Google Classroom，Google Meet，Zoomを使用したファーストイヤーゼミを実施して，改善すべきこと
・ 学生に与える課題量の調整
・学生に重点的に伝えたいポイントを絞って伝達し，スキルの習得を促す時間を取ること
・画面共有などのスムーズさ。
・ 意見を自由にいう時間を設けると，どうしても声をあげにくいので，質問者を指名するなどしない
と，対面以上に発言が少なくなった点。
・ 学生側のネット環境の差が問題となり，たとえば小グループにスムースに参加できない場合があっ
た｡ ネット環境を一定水準に整える援助をもっと積極的にしてほしい｡
・ 大学への適応が苦手な学生をサポートすることが難しかった。Meetで相談に乗っても十分に対応
できなかった。
・ 授業内容に集中してレポート作成の質は高められる反面，対面でおしゃべりしながら緩やかにつ
ながり教育できる場の生成は難しい構造だと思った。しゃべりながらのほうがはかどる学生にとっ
ては厳しい環境だったように思う。
・ 通信環境・プライバシーの観点からビデオオンは強制しなかったが，最終回に雑談の時間を可能
な限りビデオオンでするよう求めた際，ステテコ姿で上半身着想なしのお父さまが何度も行き来さ
れる場面があり，学生が笑いながらではあるが何度も制止していた（強制はしなかったのでその
後ビデオオフで参加していた）。プライバシーに配慮しながら顔をみて話す構造は難しいと思った。
☆ファーストイヤーゼミにおけるコンテンツ共有に関する意見・改善点
・ これまで他の先生がどのようにファーストイヤーゼミの資料を作成したり，授業をどのように進め
ているか情報共有することは少なかったが，それを知る機会ができたことは初年次教育のFDとし
ても意義があったと思う。
・ 資料の作成は1週間前と決められていたが，他の遠隔授業の資料作りにも追われ，自分自身の担
当部分の資料の提示が間際になってしまったこと。
・ 担当教員が教師と生徒に分かれ，生徒側になった教員はコンテンツ共有に制限があったようだ｡
たとえば，前半のうちはコンテンツを共有できたが，後半になるにつれの共有がスムースにでき
なくなった｡
・ 自分自身で作成した資料を中心にしつつも，他の方のコンテンツを利用したり参照したりさせて
いただけてとても助かりました。自身の発想とは違う意見やコンテンツの展開の仕方が興味深く
勉強になりました。
・ 自分が提供したコンテンツを他の教員が使用したフィードバックが設けられると感触がわかって
よかったと思う。
・ 教員側も急な遠隔授業を求められ，自転車操業であったが，時間に余裕をもって共有できると，もっ
と授業内容を練ることができたと思う。
41
初年次教育科目「ファーストイヤーゼミ」におけるコンテンツ共有の試み
評価である可能性もあるのか，さらに検討をすることが必要になろう。
　そして，教員間でのファーストイヤーゼミにおけるコンテンツの共有の取り組みに関し
ては一定の意義が認められた一方で，学生のインターネット環境やプライバシー，大学生
活における適応などへの配慮について検討する必要性が認識され，また，教材・コンテン
ツに関するフィードバックを設けるなど，さらに授業改善の余地があることが示唆された。
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